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「
説
明
責
任
」
は
死
語
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
近
、
こ
れ
を
軽
ん
じ
る
政
治
家
が
目
立
つ
。
二
〇

年
ほ
ど
前
、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
と
の
言

葉
で
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
始
め
、
行
政
や
企

業
、
団
体
な
ど
の
責
務
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
実
行
す
る
政
治
家
は
今
や
少
数
派
だ
。

　

説
明
責
任
を
軽
視
し
て
き
た
最
た
る
人
は
安
倍

晋
三
首
相
だ
ろ
う
。
森
友
学
園
の
小
学
校
問
題
で

は
、
名
誉
校
長
に
就
任
予
定
だ
っ
た
首
相
夫
人
と

学
園
側
の
親
密
さ
が
際
立
っ
て
い
る
が
、
学
園
へ

の
国
有
地
売
却
で
な
ぜ
八
億
円
も
値
引
き
さ
れ
た

の
か
、そ
の
経
緯
は
不
明
の
ま
ま
だ
。「
加
計
学
園
」

が
愛
媛
県
今
治
市
で
計
画
し
て
い
る
獣
医
学
部
の

新
設
問
題
で
は
、
加
計
学
園
の
理
事
長
と
「
刎
頸

の
友
」
の
安
倍
首
相
の
か
か
わ
り
が
疑
問
視
さ
れ

て
い
る
。
安
倍
首
相
は
「
国
民
に
丁
寧
に
説
明
す

る
」
と
強
調
し
て
い
る
も
の
の
、
七
月
の
国
会
で

「
獣
医
学
部
新
設
の
事
業
者
が
加
計
学
園
と
知
っ

た
の
は
今
年
一
月
二
〇
日
」
と
い
う
、
に
わ
か
に

信
じ
が
た
い
答
弁
を
す
る
な
ど
、
説
得
力
の
あ
る

説
明
は
で
き
て
い
な
い
。

　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
、
東
京
都
知
事
に
就

任
し
、
政
界
の
主
役
の
一
人
に
躍
り
出
た
小
池
百

合
子
氏
も
同
様
だ
。
市
場
移
転
問
題
で
、
豊
洲
市

場
へ
の
移
転
と
築
地
市
場
の
再
開
発
方
針
を
決
め

た
が
、
そ
の
経
緯
の
公
文
書
は
残
さ
ず
、「
私
が

決
め
た
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
も
き
ち
ん
と
説
明

し
て
い
な
い
。
関
東
大
震
災
の
朝
鮮
人
犠
牲
者
を

慰
霊
す
る
式
典
に
は
追
悼
文
を
送
ら
な
か
っ
た
。

石
原
慎
太
郎
知
事
時
代
で
さ
え
送
っ
て
い
た
追
悼

文
を
取
り
や
め
た
明
確
な
理
由
も
語
っ
て
い
な
い
。

散 射 韻

る
の
は
不
可
能
」
な
ど
と
、
道
民
に
理
解
を
得
る

努
力
を
放
棄
し
た
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
た
。

　

議
会
の
現
庁
舎
は
震
度
６
の
地
震
で
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
、耐
震
性
に
問
題
が
あ
り
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
。
事
業
費
も
九
〇
年
代

の
当
初
計
画
の
三
分
の
一
に
抑
え
た
。
だ
が
、
道

財
政
は
危
機
的
状
況
を
脱
し
た
と
は
言
え
な
い
。

一
般
財
源
に
占
め
る
借
金
返
済
の
割
合
を
示
す
実

質
公
債
費
比
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
（
二
〇
一

五
年
度
）。
さ
ら
に
赤
字
路
線
を
多
数
抱
え
る
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
問
題
な
ど
、
道
内
経
済
も
明
る

く
は
な
い
。
道
が
今
春
に
発
表
し
た
二
〇
一
四
年

度
の
「
道
民
経
済
計
算
」
に
よ
る
と
、
実
質
経
済

成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
八
％
。
一
人
当
た
り
の

道
民
所
得
は
微
増
し
た
も
の
の
、
全
国
平
均
と
の

格
差
は
広
が
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
道
議
会
庁

舎
の
建
て
替
え
が
な
ぜ
優
先
さ
れ
る
の
か
。
道
民

に
わ
か
り
や
す
く
、
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る

が
、
知
事
、
議
会
と
も
逃
げ
腰
だ
。

　

安
倍
首
相
は
、
野
党
の
低
迷
、
高
支
持
率
を
背

景
に
、
開
き
直
り
と
も
言
え
る
国
会
答
弁
を
繰
り

返
し
た
結
果
、
国
民
の
信
頼
を
一
気
に
失
っ
た
。

そ
の
後
、
低
姿
勢
に
転
じ
た
も
の
の
、
支
持
率
は

低
下
し
た
ま
ま
だ
。
小
池
知
事
も
今
の
よ
う
な
姿

勢
を
続
け
れ
ば
潮
目
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

五
期
目
に
意
欲
が
あ
る
と
さ
れ
る
高
橋
知
事
も

例
外
で
は
な
い
。当
事
者
の
道
議
は
な
お
さ
ら
だ
。

次
期
道
知
事
選
と
道
議
選
ま
で
一
年
半
。
有
権
者

の
厳
し
い
審
判
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

＜

洋＞

高
い
支
持
率
を
背
景
に
し
た
、
お
ご
り
と
も
い
え

る
言
動
だ
。

　

北
海
道
内
で
は
ど
う
か
。
道
議
会
庁
舎
の
建
て

替
え
問
題
を
め
ぐ
る
道
や
議
会
の
姿
勢
を
見
て
い

る
と
、「
説
明
責
任
」
を
果
た
し
て
い
る
と
は
思

え
な
い
。

　

現
在
の
庁
舎
は
一
九
五
一
年
に
完
成
し
た
。
老

朽
化
に
伴
い
建
て
替
え
計
画
が
浮
上
し
た
の
は

一
九
九
〇
年
代
。
堀
達
也
知
事
時
代
の
九
五
年
、

旧
道
警
庁
舎
跡
地
に
建
て
替
え
の
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
基
本
設
計
が
実
施
さ
れ
た
。
事
業
費
は

約
三
〇
〇
億
円
。
た
だ
し
、
道
財
政
の
危
機
的
状

況
を
受
け
、
計
画
が
三
年
間
凍
結
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
側
の
要
望
を
受
け
て
道
が
実
施

設
計
を
行
い
、
事
業
費
は
二
四
五
億
円
と
な
っ
た

が
、
二
〇
〇
六
年
に
議
長
が
知
事
に
計
画
の
見
直

し
を
要
請
。
〇
九
年
に
は
議
会
に
建
て
替
え
に
関

す
る
検
討
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
一
五
年
に
協
議

会
が
事
業
費
一
〇
〇
億
円
の
新
た
な
基
本
計
画
を

提
出
。
一
六
年
に
基
本
設
計
が
実
施
さ
れ
、
道
は

近
く
本
体
工
事
の
建
設
を
提
案
す
る
意
向
だ
。

　

こ
の
間
、道
民
へ
の
説
明
は
尽
く
さ
れ
た
の
か
。

道
議
会
の
検
討
協
議
会
は
三
〇
回
以
上
開
か
れ
た

が
、
原
則
非
公
開
で
、
会
議
日
程
も
公
表
さ
れ
な

か
っ
た
。
道
は
議
会
側
の
方
針
を
受
け
、
道
民
意

見
を
公
募
し
た
。
し
か
し
、
意
見
の
集
計
で
は
、

反
対
と
受
け
取
れ
る
意
見
を
「
そ
の
他
」
に
分
類

す
る
な
ど
、
不
透
明
な
仕
分
け
が
発
覚
し
た
。
市

民
団
体
が
呼
び
か
け
た
公
開
討
論
会
に
道
も
議
会

も
参
加
を
拒
ん
だ
。
高
橋
は
る
み
知
事
は
「
す
べ

て
の
政
策
で
道
民
す
べ
て
に
例
外
な
く
理
解
を
得

説明責任を果たしたか


